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　神戸市が阪神淡路大震災から10年を機に提
唱した「神戸文化創生都市宣言」の具体的取
り組みとして「港で出合う芸術祭　神戸ビエ
ンナーレ」は開催された。この事業は，地域
と時代のアイデンティティーを再認識・再評
価することを基本指針とし，神戸の地域文化
と日本の大衆文化力を基軸に，アートを地域
概念の再評価から，地域をアート活動の再認
識から創生することを目的としたのである。

　事業は，新たなアート分野をコンペティ
ションによって広く募集し，地域に由来する
作家を多く招待するなど，これまでの美術分
野には登場していなかっ作家が数多く参加す
る芸術祭にもなっていた。
　そこで，2007年から2015までの10年５回の
事業をアーティスティックディレクターとし

て携わってきた立場から振り返り，地域文化
との関わりとアート概念の拡張について再考
した結果を報告する。
神戸の文化力とアート
　神戸は近代日本の歴史においても戦後の現
代美術史においても日本をリードしてきた多
くの芸術文化事業を実施してきた都市であり，
一地方都市ではない自負に富む環境を有して
いる。そこで，グローバル化した既成のアー
ト概念の普及ではなく，都市の活力（神戸の
文化力）でアート概念の創生をはかる芸術的
事業として，神戸ビエンナーレを企画立案し，
地域と時代のアイデンティティーを再認識・
再評価することを基本指針とした。
　換言すれば，神戸において生活になってい
る文化芸術活動を見直すことにより，地元の
市民生活を活性化すると同時に閉塞化した
アート概念が拡張できると考えたのである。
特に，狭義のアートではなく，現時代におけ
る文化表現を総体的に扱い，分野的な広がり
を意識できるような取り組みに力点をおいた。
　芸術性豊かな神戸市民の文化力と先取・多
様な「神戸」のブランド力を活用し，時事性
に欠けるものや一部の専門家の嗜好を充足さ
せるようなアートに偏る祭典ではなく，さま
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ざまな価値が混在し独自に萌芽・育成されて
いる未評価段階での芸術文化力を観覧・再評
価できる場をつくることによって，神戸市域
に留まらず各種の創造活動に誇りと弾みをつ
けることを目指した。
芸術祭のコンテンツカテゴリーと部門
　具体的な事業の骨子となるコンテンツカテ
ゴリーとしては「伝統芸術」「J-POP」「IT・
MEDIA」「LIFE（ecology）」の４つの分野
を設定し，このカテゴリーに基づいて事業を
作成することとした。
　また，事業の性格から，先進的かつ多様な
芸術表現を求めるための日本文化的な「テー
マ」に加え，「コンペティション部門」と地

元の芸術文化活動を紹介し振興する「神戸力
発信部門」を設けた。そして，開催毎に諸条
件を総合的に検討しながらそれぞれの事業内
容や場所などを決定し，多くの分野での参加
が可能になるように考慮した。
国際的な連携と事業の記録
　地域性とジャパンコンテンツを重視しなが
らも，2014年に世界各国のビエンナーレ関係
者の活動基盤として発足した「国際ビエンナー
レ協会（IBA）」にも加盟し，入賞作家を光
州ビエンナーレなどの国際的な芸術祭へも推
挙するなど，海外組織との連携も行ってきた。
　現代芸術祭の開催を目的に企画した事業で
はなく，特異な背景から出発し独自のコンセ
プトを掲げて運営した芸術祭ゆえに，ガイド
ブックや記録集は全国書店で購入できる出版
物として発行し，地域の特性を生かした時代
の芸術活動として再考できるようにしている。
　時事性と地域性を重視した神戸ビエンナー
レは，独自なアート感覚と様々な分野のクリ
エーターが集い，人気や評価も世代や専門の
差も含め，さまざまなアート感が錯綜・交流
するイベント豊かな10年であった。
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